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はじめに

　プラスチックは今では身の回りのいたるところに使われています。材料として

すばらしい性質をもっているからです。いっぽう，大量のプラスチック製品がわ

たしたちの生活にあふれているだけに，その安全性や廃棄の問題，また原料とな

る石油資源の課題などについても考慮していく必要があります。

　中学校で平成 24 年度から実施される学習指導要領においても，「代表的なプ

ラスチックの性質に触れること」とされ，生活に欠かせなくなったプラスチック

について科学的な見方を身につけ，これからのプラスチックの利用について確か

な見識をもつことが求められています。

　この小冊子は，中学校の授業で使うことを目的にまとめました。プラスチック

を区別することを通して，プラスチックにはさまざまな種類があることを知るこ

とができます。また，後半の資料では日常使われているプラスチック製品に関す

る理解を深めることができます。
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●プラスチック製品ができるまで



＜輸入原油＞2億1000万kL（2009年）
　　　　　  東京ドーム  190はい分     

中東諸国　90％
アジア　　0.2％
※国産　　0.4％
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